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駐輪場 239 ㎡（100+20）
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タクシー・バス
ロータリー

三原のシンボルとなる「水平線と重なる街の軸組」

動線計画図 1/600　施工床面積 635 ㎡
高床基礎：RC造　1F：木造＋鉄骨造

屋根下では人や家具等が半外部へ溢
れ出し、まちに活動が開かれます

建設残土を利用した小さな起伏のあるイベント広場

イベント広場は出店がし
やすいようにインター
ロッキングなどで舗装

屋根下にイスやテーブル、棚などの家
具が置かれた路地のような空間

待 合 観光・メディア
セ ン タ ー

軒下や縁側のような場所。透明度が高く、どこ
からでも海を見渡せくつろぐことができます。

簡易テントによるコーヒースタ
ンドのような軽食の出店が可能

▼床高さ1250

大屋根の内側にも外庭を設け中央付近
が暗くならないようにしています

南面の胸壁を蓄熱塗料と
遮熱塗料をストライプに
塗装し背もたれに。夏は
冷たくて冬は温かい

シェア花壇 雨よけの防水シートで覆う 地元建築学生とつくる胸壁を
利用したストリートファニ
チャーが毎年増えていきます

南面の胸壁を蓄熱塗料と遮熱塗料をストライプ
に塗装し背もたれに。夏は冷たくて冬は温かい

キッチンカーが日常的に出店し来訪者を迎
え、階段広場が飲食スペースになります

地域住民の動線
来訪者の動線

簡易テントによ
る出店エリア

観光センターを「観光・メディアセンター」
と捉え公園全体の中心に据え機能させます。

駐輪場

駐輪場220㎡
GL+1250

連絡通路

連絡通路 300㎡

ユニバーサル車屋根

ロータリー

車寄せ

柱及び筋交いは高耐候性無
機系塗料で塗装されます

エントランスホール

街と建築をつなぐストリートファニ
チャー。スロープは東西に２個所

ウォーカブルシティのために官民連携し
道路使用の弾力的な運用を提案します

車寄せはウォーカブルなまちづくりのた
めに官民連携による道路使用の提案です

イベント広場

ス テ ー ジ

駐車場

パーゴラ

胸壁の背もたれストライプ 胸壁花壇

瀬戸内の強い日差しを考慮し、大小さ
まざまな形のパーゴラを散りばめ、
ジョギングや散歩の休憩所とします

パーゴラ等はターミナルと同じ軸組としファニチャーと同じように頑強な胸壁に水平応力を負担させ
ます。コミュニケーションと土木が一体となった造形がランドスケープを形成します。　

軸組パーゴラ

胸壁本棚 胸壁つくえいす

浸水対策のために 1250mm 床を高くしているため、多島
美の風景を胸壁に遮られることなく楽しむことができます

帝人通りに残るアーケードの面影。かわいらしい小さなスケール

メディアセンターには大小様々な街のイベン
ト情報が集まります。テラスを利用したイベ
ントも管理し、地域交流の拠点になります。

（１）業務の実施方針、取り組み体制、設計チームの特徴、特に重視する設計上の配慮事項

様式6

みちでもあり広場でもありターミナルでもある地域
拠点を、アーケードのスケールでつくる

特定テーマ①②

特定テーマ

①②

特定テーマ①②③

特定テーマ

①②③

人々の多彩な活動が集まり、周辺に広がっていくような場を創り出すことが私たちの基本方針です。また、三原の玄関口に
ふさわしい「街と海との “ つながり” を意識した景観形成」として、かつてこの街にあったアーケードのスケールによって
形成された軸組が新しい街のシンボルとなります。

地域住民の日常生活の一部であり、コミュニケーションの場
とするため、街空間が連続し入り込みやすい計画とし、ここ
で生まれた活動が再び街へと還流するのを促します。道路側
の広場ではキッチンカーが寄せられ、屋外テラスでは日常的
に街の出店者が地域住民や来訪者を出迎え、観光案内人とし
て街を紹介し、観光で訪れた人々も地元コミュニティに触れ
ながら、より深くこの地域を伺い知ることができます。また、
東西のスロープによりユニバーサルな動線を確保しています。
朝市・バザー・古本市などの大規模なイベントでは西側のイ
ベント公園のステージデッキやパーゴラも利用され、ターミ
ナルを含めた港公園全体がイベント広場のように機能します。

中国地方に拠点を持ち、いつでも三原市にかけつける機動力と、対話によっ
てともに考える柔軟性をあわせもつチームです。設計者は、中国地方におい
て複数の官庁事務所（防災拠点・安全性分類Ⅰ類Ａ類甲類）の設計・監理経
験があり、集会・防災拠点としての機能や予算・工期の管理を確実に行います。
また、設計者はマルシェや古本市等を主催として企画運営しており、設計段
階から街の方々とともにイベントなどの企画立案に寄与します。

かつて帝人通りにあったアーケードはこの街のにぎわいの象徴
でした。人々が往来した構造体は古くから経験されてきたこの
街特有のスケールであり、地域の共同体の活動を支えて来たは
ずです。未来に渡ってまちの活力を “つないでいく” ための「観
光と生活の共存」できるターミナル施設として、大きな雁木の
ような平面計画としアーケードと同じスケールを採用します。

三原市役所と同程度、浸水対策のために床を高くしています。街
との高低差を気軽に座ることのできる階段状にデザインすること
で、散歩を楽しむ多世代の人々がたまたま隣同士になり出会い、
ふれあい、それがまたこの地域の暮らしに還元されます。３人掛
けのベンチでは経験できない「隣り合って街に座る」体験から、
街と人々による新しい歴史が作られます。公園内にある付随施設
やパーゴラなどもターミナルと同じようにデザインし、軸組を利
用してテーブルやベンチが造作された憩いのスペースを形成しま
す。また、港全体を横断する胸壁に応力負担させたテーブルやベ
ンチなどが構造体を傷めない程度に造作されます。

一般流通材を利用して金物で緊結する軸組は組立・運搬が容易で、
仕上げを含めた全体を簡素な作りとすることで工程を短縮させま
す。また深い庇を利用して遮熱を図り、解析ソフトにより機械空調
に頼りすぎない快適な環境を形成します。大きな一室とせず、各内
部空間を小さな気積で区切っているため、小さな個別空調機により
初期コストを抑えながらも効率的に空調でき運用コストを縮減でき

■工期短縮・コスト削減の工夫

アクティビティの連関を意識した動線計画

家具を基本単位としたランドスケープ

確実性・柔軟性・行動力を活かした実施体制／企画運営と設計

（１）業務の実施方針、取り組み体制、設計チームの特徴、特に重視する設計上の配慮事項

確実性・柔軟性・行動力を活かした実施体制／企画
運営と設計

シェア花壇 雨よけの防水シートで覆う 胸壁をまたぐようにダンダン 各所に小さな駐輪ファニチャー

胸壁を利用したスト
リートファニチャーは
県内の建築学生と一緒
につくり、毎年少しず
つ増やして港の活気に
貢献します。

胸壁背もたれストライプ 胸壁駐輪胸壁花壇

パーゴラ等はターミナルと同じ軸組としファニチャーと同じように頑強な胸壁に水平応力を負担させ
ます。コミュニケーションと土木が一体となった造形がランドスケープを形成します。土木構築物を
コミュニケーションツール　

胸壁ダンダン胸壁本棚 胸壁つくえいす

動線計画図 1/600　施工床面積 635 ㎡
高床基礎：RC造　1F：木造＋鉄骨造

屋根下では人や家具等が半外部へ溢
れ出し、まちに活動が開かれます

キッチンカーが日常的に出店し来訪者を迎
え、階段広場が飲食スペースになります

地域住民の動線
来訪者の動線

簡易テントによ
る出店エリア

メディアセンターには大小様々な街のイベン
ト情報が集まります。テラスを利用したイベ
ントも管理し、地域交流の拠点になります。

階段とスロープによるウォーカブルな施設計画で利
用者の交流を促し、街へ賑わいを波及させます

建設残土を利用したイベント広場

イベント広場は出店がしやすいようにフラット
とし、透水性コンクリートなどで舗装します。

駐輪場234㎡（100+20）

駐輪場234㎡（100+20）

彫刻広場桟橋スロープ

車寄せ

ロータリー広場

ストリート広場

イベント広場

バス停

アーバンスポーツ広場

駐車場（30台）

駐車場（5＋車椅子1）

タクシー・バスロータリー

大型バス乗
降スペース

瀬戸内の強い日差しを考慮し、大小さ
まざまな形のパーゴラを散りばめ、
ジョギングや散歩の休憩所とします

固定家具の他にテーブルと椅子が置かれ待合
利用されます。また、カーテンにより小さな
歌会やワークショップなどが開催できます。
屋外とも一体的に利用できる場所になります。

連絡通路は東西だけでなく南北方向にも配され
街と海をつなぎ、視線が通り風が吹き抜けます。

待合には県産木材を使用した家具が置かれ木
のぬくもりを感じることができます。

固定家具の他にテーブルと椅子が置かれ待合
利用されます。また、カーテンにより小さな
歌会やワークショップなどが開催できます。
屋外とも一体的に利用できる場所になります。

駅からの動線近くに街の情報が集まるメ
ディアセンターを配置し利用客を迎えま
す。ブラインドを設置し西陽に配慮します。

屋根下では人や家具等が半外部へ
溢れ出し、街に活動が開かれます。

各施設の外形線は、巨大な直線を街に引くのではなく、少し
だけ小さくして角度を変え、ギザギザさせながら街になじま
せる計画としています。

待合、エントランスホール、デッキテラスの
一部を100㎡程度展望スペースとしています。

キッチンカーが日常的に出店し来訪者を迎え、
階段広場が飲食スペースになります

リソグラフのあるメディアセンターには大小様々な
街のイベント情報が集まります。テラスを利用した
イベントも管理し、地域交流の拠点になります。

地域住民の動線
来訪者の動線

簡易テントによ
る出店エリア

三原のシンボルとなる「水平線と重なる街の軸組」
特定テーマ

①②

人々の多彩な活動が集まり、周辺に広がっていくような場を創り出すことが私たちの基本方針です。
また、三原の玄関口にふさわしい「街と海との “ つながり” を意識した景観形成」として、かつて
この街にあったアーケードのスケールによって形成された軸組が新しい街のシンボルとなります。

往来する人々が同じ空間を共有し、様々な形で港を活用し
ていくことで、土地への愛着や共同体意識が育まれます。

浸水対策のために 950mm床を高くしているため、多島美
の風景を胸壁に遮られる ことなく楽しむことができます。

三原駅

帝人通り

マリンロード

ペアシティ
中央ロード

周辺エリアの結節点であるこの街
の快適性の増進は、周辺に向かっ
て波及的な改善効果を促します。

瀬戸内の文化や暮らしの豊かさを感じ、憩い、集
まり、出会うことのできるマリンライフを実現

一体的な計画

イベント広場機能

公園機能

公園機能

航路機能

みちでもあり広場でもありターミナルでもある地域
拠点を、アーケードのスケールでつくる

特定テーマ

①②

特定テーマ

①②③

かつて帝人通りにあったアーケードはこの街のにぎわいの象徴でした。鉄骨で組まれた高さ 10
メートルを超える大きなアーケード、店の軒先が連続する雁木のような小さなアーケード。今で
も雁木のように軒先が連続する路地は駅前や海側の帝人通りにその名残があります。こうして人々
が往来した構造体は古くから経験されてきたこの街特有のスケールであり、大きくて立派な公共
施設などが無かった時代から、この地域の共同体の活動を支えて来たはずです。未来に渡ってま
ちの活力を “つないでいく” ための「観光と生活の共存」できるターミナル施設として、大きな雁
木のような平面計画とし軒先が連続する小さなアーケードと同じスケールを採用します。

特定テーマ

①②③
特定テーマ

③

特定テーマ

①②

三原市役所と同程度、浸水対策のために床を高くしていま
す。街との高低差を気軽に座ることのできる階段状にデザ
インすることで、散歩を楽しむ多世代の人々がたまたま隣
同士になり出会い、ふれあい、それがまたこの地域の暮ら
しに還元されます。３人掛けのベンチでは経験できない「隣
り合って街に座る」体験から、街と海と人々による新しい
歴史が作られます。
公園内に散りばめられた付随施設やパーゴラなどもターミ
ナルと同じようにデザインされます。それらの軸組を利用
してテーブルやベンチが造作され憩いのスペースが形成さ
れます。また、港全体をジグザグに横断する胸壁に応力負
担させた小さなテーブルやベンチ、植物の飾り棚などが構
造を傷めない程度に造作されます。

家具を基本単位としたランドスケープ

街と海をつなげる 公園のようなターミナル

街と海をつなげる 公園のようなフェリーターミナル

帝人通りに残るアーケードの面影。かわいらしい小さなスケール。かつて帝人通りあった雁木・アーケード、街の賑わいとともに定着していた。

屋根下にイスやテーブル、棚などの家
具が置かれた路地のような空間

左に街、右に海が広がる。

街と海をつなげる公園のようなターミナル。

軒下や縁側のような場所。透明度が高く、どこ
からでも海を見渡せくつろぐことができます。

大屋根の内側にも外庭を設け中央付近
が暗くならないようにしています

▼床高さ1250

街空間が入り込みやすい計画とすることで、様々
な人々が行き交い、出会う場所となります。

胸壁の上に躯体が配される

居室は二重床とし居住域空調とする

鉄部：溶融亜鉛メッキ
木部：高耐久化木材+高耐候性無機系塗料

深い庇により日差しを除け、冷房負荷を軽減

▽GL±0

▽GL+950

CH
=
2,
70
0

▽海抜0
0 1 2 5

待合 デッキテラス桟橋

エントランスホール

待合

街と建築をつなぐストリートファニ
チャー。スロープは東西に 3 個所。

↑歴史・文化エリア

暮らし快適エリア

生活サポートエリア
中国地方に拠点を持ち、いつでも三原市にかけつける機動力と、
対話によってともに考える柔軟性をあわせもつチームです。設計
者は、中国地方において複数の官庁事務所（防災拠点・安全性分
類Ⅰ類Ａ類甲類）の設計・監理経験があり、集会・防災拠点とし
ての機能や予算・工期の管理を確実に行います。また、設計者は
マルシェや古本市等を主催として企画運営しており、設計段階か
ら街の方々とともにイベントなどの企画立案に寄与します。

街になじむ形

巨大な直線ではなく、

少しだけ小さくして
ギザギザしながら、

街になじませる。

1 枚目/2 枚中（様式8） 2 枚目/2 枚中（様式8）

プロペラ彫刻周辺を彫刻広場とし、駐輪場と
一体的に整備します。海側への動線が生まれ、
街と海との関係性をより豊かにします。

⑪ 花火まつりとイベント広場

観光で訪れた人々も地元コミュニティに触れながら、より深くこ
の地域を伺い知ることができます。

⑫ 行灯のような夜景
街の足元を照らす行灯のような夜景で観光客を迎えます。

④ 勉強しながら帰りのフェリーを待つ

生まれ育った場所の人々や風景に触れながら自然と
郷土愛が育まれます。

観光で訪れた人々も地元コミュニティに触れながら、
より深くこの地域を伺い知ることができます。

⑩ 軸組の大きな軒下を利用した災害施設
屋根下を軸組に沿ってテント壁で覆い、災害時には大きな施設
として利用できます。

⑨ メディアセンター（リソグラフ印刷所）
お店のショップカードや小さなイベントの印刷が安価で可能。お
店やイベントの情報が自然と集まる。導入費用はコピー機程度。

②街空間が入り込みやすい計画、様々な人が行き交
う

観光で訪れた人々も地元コミュニティに触れなが

②勉強しながら帰りのフェリーを待つ

観光で訪れた人々も地元コミュニティに触れなが
ら、より深くこの地域を伺い知ることができます。

②行灯のような夜景

街の足元を照らす行灯のような夜景で観光客を迎え
ます。

②ロータリー広場　様々な動線が交じる様子

②大規模イベントを想定した公園設計
朝市・バザー・古本市では西側の広場やターミナルを含
めた港公園全体がイベント広場のように機能します。

②官民連携による道路使用許可の弾力的運用
露天販売による道路使用料をゴミ拾いをすることで無料
とし、市民参加型のウォーカブルシティを実現します。

②花火まつりとイベント広場

②駐輪場周辺のオープンスペース

②隣り合って街に座る

３人掛けのベンチでは経験できない体験から、街と
人々による新しい歴史が作られます。

③ 街の出店者が観光案内人
観光で訪れた人々も地元コミュニティに触れながら、より深くこ
の地域を伺い知ることができます。

デッキテラスでは日常的に街の出店者
が観光案内人として街を紹介します。

⑥ 大規模イベントを想定した公園設計
朝市・バザー・古本市では西側の広場やターミナルを
含めた港公園全体がイベント広場のように機能します。

出店ブース用に4メートル
グリッドで配された図形

⑦ 駐輪場周辺のオープンスペース
プロペラ彫刻周辺を彫刻広場とし、駐輪場と一体的に整備します。
海側への動線が生まれ、街と海との関係性をより豊かにします。

彫刻広場
ストリート広場

学生たちの憩いの場

①   様々な動線が交差するロータリー広場

キッチンカー

タクシー乗り場

大型バス乗降場
胸壁ファニチャー

胸壁ファニチャー

⑤ ヒューマンスケールのデザイン
イベント対応のためのフラットな地面に小さな図形
を散りばめ、様々 なアクティビティを誘発します。

ヒューマンスケールの図形

荷揚げやイベント対応のためにフラットで水はけの良い
透水性コンクリートの地面とし、ヒューマンスケール
の図形を散りばめ、芝やデッキを配します。

②官民連携による道路使用許可の弾力的運用
露天販売による道路使用料をゴミ拾いをすることで無料
とし、市民参加型のウォーカブルシティを実現します。

観光センターを「観光・メディアセンター」
と捉え公園全体の中心に据え機能させます。

花火大会でも利用されるベンチや植
栽などを評価し南東にある公園は大
きな改変はしない計画とします。

地中施設のためのグレーチングも四
角い図形として捉え、周辺に丸い芝
ゾーンを配します。

連絡通路 300㎡

連絡通路 300㎡

パーゴラ

遊歩道1.8ｍ

遊歩道1.8ｍ

遊歩道1.8ｍ

階段とスロープによるウォーカブルな施設計画によ
り利用者の交流を促し、街へ賑わいを波及させます

10センチ幅の芝ライン

見ず知らずの人々がたまたま隣り合うこ
とでコミュニケーションが生まれます。

② 隣り合って街に座る
３人掛けのベンチでは経験できない体験から、街と人々による新
しい歴史が作られます。

従来の直線的な往来に、面的に回遊する楽
しさが加わることで、港が持っている人を
惹き付ける潜在力が引き上げられます。ま
た、この場所で生まれる回遊性は、周辺の
街を歩くための補助線として機能し様々な
波及効果を促します。

⑧ 官民連携│道路使用許可の弾力的運用
露天販売による道路使用料をゴミ拾いをすることで無料に
する等、市民参加型のウォーカブルシティを実現します。

ゴミ拾いをすると道路使用料が無料

デッキ

平面図 1/500　
施工床面積
ターミナル 557.5 ㎡
連絡通路 300 ㎡
駐輪場 233.9 ㎡
高床基礎：RC造　
1F：木造＋鉄骨造

様々なイベントに対応できるようフラットな地面を基本としながらも、ヒューマンスケール
を意識した小さな図形を散りばめ、ただ広いだけのオープンスペースを街に提供するのでは
なく、様々なアクティビティの手がかりとなるような計画とします。パーゴラ等はターミナ
ルと同じ軸組としファニチャーと同じように頑強な胸壁に水平応力を負担させます。コミュ
ニケーションツールと土木構築物が一体となった造形がランドスケープを形成します。

サッシ：

真空ガラス+Low-Eガラスによる

超高性能ハイブリッド複合ガラス

U値0.69[W/(㎡・K)]

屋根断熱 (U値 )0.2[W/(㎡・K)]

アンダーフロア型空調機 全熱交換器

吸込吸込

吹出し

地域住民の日常生活の一部であり、コミュニケーションの場とするため、街空間が連続し入り込
みやすい計画とし、ここで生まれた活動が再び街へと還流するのを促します。道路側の広場では
キッチンカーが寄せられ、屋外テラスでは日常的に街の出店者が地域住民や来訪者を出迎え、観
光案内人として街を紹介し、観光で訪れた人々も地元コミュニティに触れながら、より深くこの
地域を伺い知ることができます。また、東西のスロープによりユニバーサルな動線を確保しています。
朝市・バザー・古本市などの大規模なイベントでは西側のイベント公園のステージデッキやパーゴラも利
用され、ターミナルを含めた港公園全体がイベント広場のように機能します。

多くの世代が行き交う場所に、気軽に座って過ごすことのできる広場が出来上がります。
人々の行き交う姿や滞在し交流する姿が、これまでになかった風景として瀬戸内の海と重
なり、公園のような情景を作り出します。港全体が公園として捉え直され、幅広く活用さ
れることが期待できます。まず日常的にこの港で過ごす利用者が増え、徐々に来街者が増
加し、街並みに活気が伝播していきます。

夏場、室内に多くの人がいる風景が当たり前になりつつあります。大きな屋根の下にあるこの軒
下では、日差しが遮られた上に常に海からの風が吹くため、快適な屋外空間を街に提供します。

テントやキッチンカーでの出店以外に、近隣にはテイクアウトできる飲食店が多数あり、屋外
の飲食スペースとして活用されることが期待できます。また、それらの比較的小さな店内では
客席が少ないため満席になりやすく商機を逃す傾向にあるため、この広場により機会損失を防
ぐことができます。座ってくつろぐ場所の新設により、街の滞在時間そのものが伸びるため、
立ち寄る店の数が増え、回遊性が向上し街全体への波及効果が期待できます。

アクティビティの連関を意識した動線計画

寸法を抑え、一般流通材を利用して緊結する軸組は組立・
運搬が容易で、仕上げを含めた全体を簡素な作りとするこ
とで工程を短縮させます。また深い庇を利用して遮熱を図
り、機械空調に頼りすぎない快適な環境を形成します。大
きな一室とせず、各内部空間を小さな気積で区切っている
ため、適当な大きさの個別空調機により初期コストを抑え
ながらも効率的に空調し運用コストを縮減できます。また、
メンテナンスに配慮し、鉄部は溶融亜鉛メッキを施し、木
部は高耐久化木材に高耐候性無機系塗料を塗布します。

■工期短縮・コスト削減の工夫

イベントの出店ブースの整列に有効な4ｍグリッドのランドス
ケープとギザギザのパーゴラの向こうに瀬戸内の景色が重なる

■新しい夏の風景

■コミュニケーションと土木のスケール
特定テーマ

③
高断熱性能の屋根、壁面、ガラス面とします。ターミナルは年中
無休で機器の稼働率が高いため、維持管理が容易で信頼性の高い
システムとして、アンダーフロア型の居住域空調方式を採用しま
す。他、環境に適した高効率機器を採用しZEB Readyを実現します。

■ZEB Ready を見据えた断熱性と空調方式


